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1. はじめに 

第二言語として日本語を学習する人たちは、年々

増えており、特に海外でその人数は多くなっている

（2,356,745 人 2003 年現在）。近年、年々普及す

るコンピュータネットワークを使った日本語学習者

のための学習支援などの開発がさかんで、その一

環として作文教育の支援や研究などが様々な形で

行われはじめている。ウェブやネットワークを使っ

た作文・添削システムを目指すためのものとして、

ネットワーク型添削支援システム CoCoA[3]や中国

語の作文や添削を行うシステム[2]などがすでに見

られる。CoCoA は、教師が誤り箇所を指摘し訂正

したりするのを支援するシステムである。中国語の

作文添削システムでは、添削者がオンラインエディ

ターを使って、文章を添削すると、XML タグにより

欠落、余剰、組み合わせの不適を指摘し学習者に

返却することができる。この中国語のシステムは日

本語に応用することもできると思うが、上記いずれ

の場合もやはり教師の関与が必要である。今後、

ウェブやネットワークシステムを利用することを考え

れば、日本語学習者の大量の作文がシステムに

流れ込んでくることが予想される。その際、コンピュ

ータを使って日本語学習者の誤用を自動的に判

定することができるようになれば、大量の作文を添

削することにも対処でき、添削の信頼性、統一性を

保つことにも役立つだろうと予測される。もし教師

の手を煩わすにしても、その大量の作文を添削す

る際の負担を減らす助けにもなることが期待される。

さらに、オンラインで学生の作文自動添削はもちろ

ん、作文の評価も可能になってくるかもしれない。

本研究においては、日本語の正用文と誤用文を

区別するために、まず正用文を機械学習により認

識することを試みた。 

 

2.日本語学習者の誤用について 

日本語学習者がおかす誤用には、表記の間違い、

活用形の間違いや語彙選択の間違いなどいろい

ろな種類のものがある。また、日本語学習者の母

語は多岐にわたるので、その誤用の理由も様々で

ある。その多様な誤用の中で、今回はまず格助詞

に注目した。その理由は、格助詞の誤りが日本語

学習者の誤りの中で最も多く出現するものの中の

一つであること、そして、比較的機械的に訂正する

ことが容易ではないかと考えられるということの二

点である。例えば、日本語学習者の実際の格助詞

の誤用には以下のようなものがある。 

x 私＜が＞国際経済＜ ＞関して非常に興味を

持っています。 

→ ＜が＞部分を＜は＞に変換、＜ ＞部分に

“に”を挿入 

x 毎年＜に＞、日本と同じく、中国でも一番にぎ

やかな日は、やっぱり正月だった。 

→ ＜に＞部分を削除 

x 今から、友達＜が＞いっぱい＜を＞つくるよう

に頑張ります。 

→ ＜が＞を＜を＞に変換、＜を＞を削除 

これらの格助詞の間違いには、変換が必要なもの、

不必要なもの、挿入しなければならないものなどが

ある。今回は、格助詞「が」「を」「に」「で」「と」「より」

「から」「へ」と係り助詞「は」の 9 つの検出に焦点を

あてた。「は」は係り助詞であり、格助詞ではないが、

「は」の誤用は日本語学習者の作文に多く見受け

られるためここで対象に入れた。 



 

3. 実験方法 

今回の実験では、格助詞の正用をとるために毎日

新聞の 2003 年度の半年分（888MB、2,394,638

語）を日本語係り受け解析器 CaboCha1で解析した

ものを使用した。その新聞のデータの中で「が」

「を」「に」「で」「と」「より」「から」「へ」と係り助詞「は」

が使われている文の前後 5 つの単語の表層情報

と品詞情報を素性として用い、機械学習でパター

ンを認識し、正しい格助詞を選択できるかどうかを

実験した。機械学習器は、Support Vector 

Machines[1]（以下 SVM）、TinySVM2を使用した。

SVM は、2 クラス識別法のひとつであり、データで

正例と負例を与えると、パターンを学習し正例と負

例を判別するモデルを作る。今回、毎日新聞半年

分から１０万、２０万、３０万語のデータを取り出し、

それらを元にして正例、負例を判別するモデルを

学習させ、1 万、2 万、3 万のテストデータで正しい

格助詞を選択することができるかどうかを実験して

みた。その際、ひとつの格助詞（例えば、「が」）を

正例とし、ほかの 8 つの格助詞（「が」以外）を負例

とし、正例（ここでは「が」）をどれくらい正しく見つけ

られるかをみた。他の８つの各格助詞でも同様の

実験を試みた。 

  

4.結果 

表１は、各格助詞に対してどれだけ正しく見つけら

れたかを F 値で示したものである。これをみると、

「が」の値が最も高く、「を」、「に」、「と」、「より」、

「で」と続いている。「へ」、「から」においては 60％

を少し超えた値となっている。30 万語のテストにお

いては、「が」が 100％に近い値となり、検出率が高

くなっていることを示している。また、他の格助詞に

おいても、学習データの語が多くなると 70％近くの

検出率を出していることが見られる。しかし、「は」

になると、正用判定が難しく、50％を少し超えたくら

いの一番低い値となった。 

                                                
1 http://chasen.org/ t̃aku/Software/CaboCha/ 
2 http://chasen.org/ t̃aku/Software/TinySVM 
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表１ 

 5.まとめと今後の課題 

今回は、新聞における格助詞の使用をモデルとし、

格助詞の正用を判定する実験を行った。平均約

70％の値で格助詞の正用が検出できることがわか

った。今回の実験では、格助詞の素性として単語

の表層情報と品詞情報しか取らなかったが、今後、

その格助詞を含む文節の係り受け情報を素性とし

て加え、正用判定の値が伸びるかどうかみたいと

考えている。それから、実際の誤用文に機械学習

したモデルをあて、負例として判定できるかという

実験も試みたい。また、他の機械学習手法でも判

定値が上がるかどうか実験を試みたい。さらに、将

来的な日本語作文指導のためには、誤り箇所を指

摘、訂正したり、欠落、余剰、組み合わせの不適を

知らせたりするのに加え、様々な誤用文に対し、誤

用の種類に応じた誤り検出、訂正、誤りの理由の

提示なども視野に入れていかなければならないと

考えている。 
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